
                  

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ，３７８ 

学校教育目標 

自立し、共に生き、平和を求める子 

『かしこく』『やさしく』『たくましく』 

生活指導目標  きまりを身に付けよう 

５月行事予定 

1日(火) 全校朝会 1年生 5時間授業始 安全指導 

2 日(水) 離任式 PTA 前期総会 歓送迎会 

7 日(月) 全校朝会 委員会 

8 日(火) 内科健診（56 わ）水曜時程 5 時間授業 

ふれあい班活動(2 校時） 児童生徒連絡会 

9 日(水) 区研究会のため、特別時程 4 時間授業 

10 日(木) 音楽集会 耳鼻科健診(全) 

11 日(金) 尿検査 運動会前特別時間割始 

12 日(土) 土曜公開 

 避難訓練/地域班顔合わせ（3 校時） 

14 日(月) 全校朝会 歯科健診(123 わ)  

運動会係打合せ① 

15 日(火) 運動会全校練習① 音楽鑑賞教室（5 年） 

 

  

 

 新緑の季節。涼しい日も、夏日のような暑さの中で

も児童たちは元気に校庭で遊んでいます。 

 ４月の学校説明会・保護者会には、９割を超える保

護者の方にご出席いただき、感謝申し上げます。ご期

待にお応えできるよう「チーム江原」として努力をし

てまいります。また、各ご家庭と学校とで力を合わせ

ていきたい点をいくつか述べさせていただきます。 

●子どもが安心して、楽しく生活できるために 

①親・教師・TV・塾等の言うことが違う⇒不安 

 

 

 

 

 

情報洪水の社会だからこそ、物事の善悪を判断する

基準（価値観）となる「考えのものさし」をもたせて

あげることが大切な時期です。そこでお願いです。 

子どもの前で教師の批判をしないでください。 

全てが足元から崩れます。子どもと教師の信頼関係

があってこその学校教育活動です。何かあったら、 

直接会っての冷静な話し合いをお願いいたします。 

連絡帳は、１年生でも読む子は読んでいます。その

意味でも常識豊かな記載をお願いいたします。 

学校も完璧ではないので、その度に改善できるもの

は改善するよう努めてまいります。 

副校長 秋山 光行 

②子どもの話をよく聴く 

聴いてもらうと心が落ち着きます。褒められるよ

り嬉しいし、聴いてくれる人を好きになります。ま

た、ちゃんと話を聴いてもらっている子が、人の話

を聴く態度を身に付けます。そこで、 

一日の中で是非、“一家だんらんのひととき”を。 

笑い合えるひとときが心のパワーになります。 

③一言でホッとする言葉かけを 

「感謝」「ほめる」「安心を与える」言葉です。 

「どうもありがとう！」「ご苦労様！」「大変だね」

「えらいね！」「大丈夫だよ！」「行ってらっしゃい」 

「おかえり！」「今日はどうだった」等々。 

★魔法の３つの言葉･･･「大好きだよ」・「たからも

のだよ」・「味方だよ」 

④褒める温かさと叱る真剣さを 

実はこの２つを子どもは求めています。これがあ

ってこそ善悪の基準や価値観が培われます。叱ると

は叱る側の生き方・信念が問われます。世間や時代

の風潮に流されない、生命尊重を基調とした価値観

をもって叱るべきは叱ってあげる愛情を。一時の感

情による叱り方・他の子との比較・世間体や見栄の

心からくる叱り方には敏感に反発します。自分を本

当に思って叱ってくれる人を嫌いにはならいませ

ん。今は伝わらないようでも将来必ず伝わります。 

 かわいい子どもたちとの「今」を楽しんで、一緒

に子育てをしていきたいと考えています。 

 

16 日(水) 小中連携教育協議会のため特別時程 4 時間授業 

17 日(木) 体育朝会 運動会全校練習① 

18 日(金) 運動会全校練習② 

21 日(月) 全校朝会 教育実習始 運動会係打合せ② 

22 日(火) 運動会全校練習③ 

23 日(水) 区研究会のため、特別時程 4 時間授業 

    ３年生のみ５時間授業（下校２：３０頃） 

25 日(金) 運動会前日準備（5.6 年生）5.6 校時 

     1～4 年生は 4 時間授業（給食あり） 

26日(土) 運動会 

28 日(月) 振替休業日 

29 日(火) 全校朝会  

30 日(水) ふれあい班活動(5 校時) 

31 日(木)  遠足(わ) 

２０１８年（平成３０年） ５月号 

中野区立江原小学校  学校便り 

校長 福 田  豊 児童数 ４８４名 

 

○親と教師の言うことが同じであると･･･ 

子どもの心を安心させ、情緒の安定を支える根本に 

  

★お子さんの生き方、考え方の基準となります。 

今を楽しんで子育てを 


